
 
 
 

 

さらに、本校の卒業生の９３歳の女性の方からお手紙をいた

だきました。戦時中は、三松小の中校舎が兵隊の宿舎になり、 

午前・午後の２班に分かれて登校していたこと、三松保育園の 

場所にあった区の公会堂から、沖縄から疎開の子供たちが通学

していたことなど書かれていました。最後に、今の幸せを当た

り前と思わず、今の幸せに感謝の気持ちをもってもらいたいと 

綴られていました。大変有難いメッセージでした。 

みんなで（協同）、まえへ（自立）、つながる（連携）コロナプラスの三松小に！ 
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『広報みまつ第 104 号      発行 

吉丸さんを中心に広報部で作成された『広報みまつ』が発行されます。４年ぶり開催の

ナイトイン三松などの様子など、５つのイベントが紹介され、アフターコロナの三松小学

校の勢いが伝わる大変素晴らしい内容です。皆さんも楽しみにしていてください。 

一輪車３台購入（ベルマーク） 

現在、児童・保護者、地域の皆様のボランティアでベルマーク活動が行わ

れています。今回、その成果として、一輪車を３台も購入していただきまし

た。本当に有難うございます。大切に使わせていただきます。 

登校日の『戦争の話』 ８/２ 

  今回は、谷川俊太郎さ

んの絵本『せんそうとへ

いわ』を使って『戦争の

話』をしました。 

 

 また、６年生には北崎

先生から、終戦間際の８

月１０日、空爆により命

を落とした西小林小学

校の児童のお話をして

いただきました。 

 

 

登校日の『戦争の話』 

８/２ 

 

 

みまつっ子 



 
 
 

1 学期後半スタート ８/２５ 

猛暑の夏休みも終わり、学校に元気な子供たちの声が戻ってきました。大きな病気・事

故もなく、８/２５を迎えられよかったです。生活のリズムを立て直して頑張っていきます。 

 

さて、４月に実施された６年生の『全国学習状況調査』の結果が出ました。本校の状況

は、下記のとおりです。 

【国語】 

県の平均をやや下回る結果でした。言語事項やインタビュー、敬語等の問題については、

正答率が高く、文章の読み取りの問題で正答率が伸び悩む傾向にありました。 

 

【算数】 

県の平均をやや下回る結果でした。選択式や短答式の問題は正答率が高く、記述式の問

題で正答率が伸び悩む傾向にありました。 

 

【生活や学習に関するアンケート】 

生活習慣、学びに向かう姿勢など多くの項目で、県・全国を上回る傾向にありました。

ただ、地域等への行事参加については、低い傾向にありました。コロナ禍の学校生活の影

響もあったことが予想されます。 

★夏休み明けの話は、学ぶ意味やバランスのよい学習についてでした。 

 

  


